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サブリミナル効果？ 
（メタボバスター大作戦中の高知県からの報告) 

高知県健康福祉部健康づくり課が、

この夏「高知県庁職員メタボバスター

大作戦」を全職員にむけて打ち出しま

した。 

生活活動のなかでの活動量のアップ

を図る取組として、庁舎のエレベー

ターを使わず階段を使うことを啓発の

ひとつとしています。平成１９年８月

１７日に県庁内東階段へ「バナー（健

康標語）」が写真のとおり設置されま

した。今後、県内の公共施設へ順次設

置していく予定だそうです。 

高知県の危機管理部は３階。階段を

上ると、否が応でもこの健康標語が目

に入ることになり、日常生活でのサブ

リミナル効果をかなり発揮していると

おもいます。 

 

という報告をいただきましたが、こ

の話には深ーい心理学的意味が。詳し

くは「こんなところに心理学」をご覧

ください。 

 

 今年の夏は暑かったですね。ファシリテータの皆さんは夏ばてなどされなかった

でしょうか？ 

 ようやく涼しくなってきた今日この頃、秋の夜長のお楽しみクロスロード新聞を

お届けします。 

 まずは大ニュースです。クロスロードファシリテータにファンの多い「ぐらっと

バッグ・かぶっちょき」が自分で作れる簡単キットが発売になりました。絶対欲し

い！という方、ドリーズイースト様へお問い合わせください(紹介は5ページ) 

 

 784-0022 高知県安芸市庄之芝町8-34 

 電話とFAX：0887-35-8208 (代表：谷口靜香様) 

 

 ダックのポーズの練習の後は、ぐらっとバッグを使って練習すれば、さらに効果

抜群です。10月1日からの緊急地震速報の対応もばっちりですね。 

 新連載が始まります。その名も「ソナエーター」。新しい防災ライフスタイルの提

案があります。何なんだ！？と思われる方は、是非6ページからの特集をお読みくだ

さい。 
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「かぶっちょき」と「ソナエーター」 

高知県庁の階段(下を向いて歩きましょう！） 



クロスロードで伝えるリポーターの極意 

 【震災の記憶、ラジオで受け継ぐ】 

１２年前の阪神・淡路大震災の直後から続いている震

災番組があることをご存知ですか？月曜よる７時半から８

時放送のＭＢＳラジオ「ネットワーク１・１７」です。地

震や防災のことだけを扱いながら毎週生放送で伝えていま

す。この番組に時々電話で出演し、防災リポートをするの

がタクシー運転手さんによる「タクシー防災リポーター」

と全国各地にいる防災に熱心な「１・１７リポーター」。

この人たちが災害時どういう行動をとればよいのか、「ク

ロスロード」で一緒に考えています。 

 

【番組リポーターの役割】 

「タクシー防災リポーター制度」は、１９９７年１月

１７日にスタートしました。大阪市内を走る大阪タクシー

協会加盟の２０社・２０車両に「防災タクシー」を配置。

車両はステッカーなどでひと目でわかるようになっていま

す。リポーターはその車に乗務するタクシードライバーさ

んです。彼らの役割は災害時に自分の見聞きしたことをＭ

ＢＳラジオに伝えること。阪神大震災のときも、どこで被

害がひどいのか 初はなかなかつかめませんでした。また

｢この道路は通れない｣という被害情報と同時に「この道路

は通れる」といった安心情報も必要です。地理に詳しいタ

クシードライバーの強みを発揮してもらうことを狙いに、

この制度がスタートしました。 

ただ運転はプロでも、リポートに関してはまだまだ素

人。いきなり本番では要領を得ないおそれもあります。そ

こで普段は「ネットワーク１・１７」で、お客さんと交わ

した防災の話や救命講習を受けた体験談など、自由にリ

ポートをしてもらっています。 

一方の「１・１７リポーター」は、地域で防災に熱心

に取り組む主婦や学生、会社員などの一般人。ご近所のユ

ニークな取り組みを紹介したり、実際に地震があった地域

ではゆれや被害の様子を伝えたりしています。 

どちらも、２年に１回程度、ＭＢＳ本社でリポーター

研修を行っています。以前は南海地震の勉強や番組の目的

などを私が話し、アナウンサーがリポートのコツを講義す

る形式でした。しかし「クロスロード」と出会ったときに

ひらめきました。「これは災害でリポーターが直面する状

況と同じだ！」と・・・。 

 

【阪神・淡路大震災！記者の葛藤】 

それは１２年前、私たち記者が経験した葛藤でした。

一刻も早く災害現場に到着するためにどんな行動を取るべ

きか。中継の時間が迫っているのに公衆電話の列をいらい

らしながら待っている。生き埋めになった人を取材したも

のの、このまま見捨てて次の現場に行っていいもの

か・・・。正解は出ないまま、当時は次から次へと展開す

る災害のニュースに追われ、総括することもなく時が経ち

ました。その経験を振り返り、伝えるのに 適な材料が

「クロスロード」だったのです。 

 

【クロスロードで伝える経験】 

実際に研修で問いかけた質問の一例です。 

 

①「地震発生。 

 すぐにでもリポートしたいが 

 がれきの中から人が助けを求めている。 

 救助に加わると抜けられなくなりそう・・・」 

    → すぐに救助に加わる。 

    → リポートを優先する。 

 

②「地震発生。ビルが倒壊しているのが見える。 

目の前の高架をくぐれば現場に行けるが、 

高架はひびが入り、危ない状況。」 

    → 思い切って高架をくぐる。 

    → その場から見える範囲でリポートする。 

 

③「地震発生。携帯電話は通じない。 

 公衆電話の列は１時間以上かかりそうだが 

 一刻も早くリポートを入れたい。」 

    → 「自分はラジオのリポーターだ」と   

        言って列に割り込ませてもらう。 

    → じっと順番が来るのを待つ。 

 

 ①の反応は半々でした。私たちもいまだに答えが出てい

ません。中にはとにかく救助を優先して、悪いが途中で取

材に切り替えたという記者もいました。この状況を伝える

ことでもっと多くの人が救われる可能性がある、と割り

切って仕事に専念した記者もいましたが、あとで自責の念

にかられたといいます。ただ、リポーターには「救助を優

先したからといって私たちはリポーターを責めたりしませ

ん」と話しています。 
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クロスロード！ 

リポーターの皆さんと番組パーソナリティ 



 ②は本当は高架をくぐってはいけません。余震があるか

らです。リポーターたちも全員安全策を取ると答えまし

た。しかし実際には大勢の記者やカメラマンが危険を冒し

て生々しい映像を伝えようとしました。次の災害でもこう

いうことが起きてしまうかもしれません。 

 ③をたずねたところ、こんな答えを返すリポーターがい

ました。「自分はれっきとしたＭＢＳラジオのリポーター

やから、そんなもんは列に入れてもらうのが当然や」。こ

の心意気はたいしたものです。ただ「身内が亡くなった」

など深刻な電話をするために待っている被災者もいるかも

しれません。「周囲の全員の理解が得られたら割り込ませ

てもらってください」と伝えています。 

 

【クロスロードを導入して】 

 まだ研修の一部としてしかクロスロードを取り入れてい

ませんが、受ける側には新鮮に映ったようです。生々しい

災害の記憶がよみがえり「他人事」から一気に「自分が直

面すること」として考えられたという感想を聞きました。 

 海外の政府災害担当者が研修に来たときも、クロスロー

ド方式で同様の出題をしたことがあります。ディスカッ

ションの好きな彼らは大いにこの問題を議論していまし

た。この方式は日本人よりも海外のほうが受けるのかもし

れません。 

 私たちがリポーターに望むのは、ソツのない上手なリ

ポートなどではありません。被災者の気持ちに寄り添い、

何をどの手段で伝えるべきなのか、悩みながら自分の言葉

で伝えることです。 

 阪神大震災以降も各地で災害が続いています。今後はそ

の葛藤の経験も聞き取り、クロスロードにして記録してい

くことも考えています。 

 

（毎日放送ラジオ「ネットワーク

１・１７」プロデューサー  

大牟田智佐子さん） 
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クロスロードで伝えるリポーターの極意(つづき） 

トラフ博士の防災生活 ©やなせたかし 

クロスロード進級者発表です！ 

 以下の方を初級に認定いたしました。(敬称略) 

【初級】 高知県立高知若草養護学校 川野元己 

【応募先】108-8345 港区三田2-15-45  

      慶應義塾大学商学部 吉川肇子研究室内 

      クロスロードサポーター事務局 

      電話：06-5427-1251 

      ファックス：03-5427-1578 

      メール：kiikkawa@aoni.waseda.jp 

 

電子投稿はこちら↓ 

  http://maechan.net/crossroad/

toukou.html 

 高知県立高知若草養護学校でのクロスロード実践の

報告もいただきました。教育場面での災害対応につい

ての熱い議論が展開されています。 

 次号に掲載いたします。こうご期待！ 



 【その２までのダック】 

面白さが口コミで伝わったダック。反面，子供達が「な

まず＝地震」が理解できない事実も判明。しかし，強い味

方が登場！吉川先生から贈られた吉川市（よしかわ市：埼

玉県）の「なまずぬいぐるみ」，アニメむかし話「なまず

どん＆山の神様」，この２つによって，「なまず＝地震」

は楽しく理解してもらえることに。スモークマシンや地震

体験用台車などの強力アイテムも！さらに「 強」である

吉川先生を呉にお招きし，ダックは加速していく･･･。 

 

【もう一つのダック，かるた】 

吉川先生をお招きしての公開ダック，もう一つの目玉は

「かるた」です。動物のポーズが描かれたカードを上に向

けて床に散らし，音楽に合わせてカードのまわりを周り，

危険のカードを見せたら，そのカードを取りに行く，いわ

ゆる椅子取りゲーム式で行う「かるた」です。勝ち負けが

はっきりしているので，たいへん盛り上がります（写真

１）。５，６人が１グループとなり，カードは５種類２枚

ずつ１０枚くらいが適当です。「一斉ダック」をやった後

にやると，振り返りにもなり，とても効果的です。 

 

※ここで注意！盛り上がる余り，取り合いになってケン

カになったり，カードを取った子供がカードを振り回し，

隣にいる子に当たることも考えられます。事前に「同時の

時は二人とも勝ち！」「カードを取っても振り回さな

い！」など注意をしてください。 

 

【保護者も一緒に勉強！】 

 スモークマシンを使った避難訓練，保育士先生による

通報・初期消火訓練をした後，子供達は，「かるた」や

地震仮想体験，消防車・救急車や消防士の装備の見学を

します。その間，保護者の皆さんには救急救命講習を展

開，ＡＥＤの使い方や新しい心肺蘇生法を学んで頂きま

す。これも好評で，消防が主体となって行うダックに

は，強力な武器となっています。初めて心肺蘇生法を習

うという保護者の方・保育士先生がほとんどで，何より

も，子供が防災を学ぶ姿を見て，親が命を学ぶという相

乗効果が現れたのです，そして，さらにその親子の学ぶ

姿を見て消防職員も学ぼうとし，「消防職員ダック研

修」へと繋がって行ったのです。 

 

【園児の，園児による，園児のためのダック】 

ダックの面白さを味わった子供達。消防服で園を訪ね

ると，「ダックやって！ダックやって！」と手を振りな

がら寄って来てくれます。「消防士さんが園に来てダッ

クをやってくれる」。それはそれで嬉しいことなのです

が，やはり「自助の心を芽生えさせる」のがダックの目

的です。園だけのダックをお願いしたところ，さすがは

保育士先生！色んな新しいルールを作って頂けました

（次号からのダック実践ポイントで紹介）。また，危険

カードを示すダックリーダーを，園児に担当してもらう

という新しい取り組みも！(写真２）園児がダックリー

ダーになることは即ち，「教えることは二度学ぶこ

と」，たいへんな効果が現れました。「今度はボク！」

「次は私！」ダックリーダーになろうと，より一所懸命

取り組んでくれるのです。 
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クロスロード！ 

 ダック！ ダック！ ダーック！ 
 ― 「自助の心は幼児から」  ぼうさいダック，呉から全国へ発信中！ ―  (その3）  

写真1 ダックカルタ方式…とれるかな？とれるかな？ 

写真2 ダックリーダー！ 



ダック訓練であわせて使うと効果的！ 

「ぐらっとバッグ・かぶっちょき」がキットになりました 
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【これからのダック，高齢の方々へ】 

 こうして，地域の方々・教育施設・市の総務・消防が

連携して行うダックは軌道に乗って行きました。これか

らの展開は，子供達だけでなく，高齢の方々へ「発声と

体操」を目的とした，つまり，「ふれあい生き生きサロ

ン」といった集いの始めに，「座ったままで，ゆっくり

と大きなポーズを取り，声を出し，それを繰り返す」と

いう準備運動の形で取り組んで頂くダックを熱血社協マ

ンと考えています。 

このようにダックは進化しています。私は，これから

もダックの実践とさらなる普及に，誇りと責任を持ち，

色んな方々と協働して取り組み，全国の皆さんへ発信し

て行きたいと考えています。次号からは，ダック実践の

ポイントや新しいルール，子供達が描いた絵などを紹介

していきます。 

(呉市消防局 林 国夫さん） 

 

【震度４の地震が発生！その時子供達は･･･】 

 好調にダックを進める中，去る４月２６日，呉市で震度

４の地震が発生しました！ダックを実施した園・所に照会

を掛けたところ，自らダックポーズを取り，広く安全な所

へ避難した子供達がいました！特に，保育士先生が「地震

よ！」と声を掛けた組は，ほとんどの子供がダックポーズ

を取ったという連絡がありました。訓練では，「楽しかっ

たけれど，本当にこれで大丈夫？」「半信半疑だった」と

いう保育士先生方も，「凄い学習効果」と絶賛されまし

た。また，梅雨時期の落雷には，「先生，カメさんのポー

ズ！」とフロアに伏せる子供達もいたそうです。このこと

から，危険カードを出す際に，「地震！」「雷！」「火

事！」といった言葉を掛けることも，より効果的ではない

かと感じました（これまでは笛で実施）。 

 

【民生委員児童委員さんによる地域貢献ダック】 

 子供達の地震への対応行動に後押しされるように，呉市

内全４０地区の民生委員児童委員さんに「ダックファシリ

テータ」になって頂く全体研修会も開催されました。これ

は地域の方々と教育施設の連携により，災害常襲地域であ

る呉市の子供達を守っていこうというのが狙いです。地区

の代表８０名と社会福祉協議会の職員さんに，ダックの目

的・効果と実践ポイントをお話させて頂くとともに，実際

に「子供達になって」ダックを体験して頂きました。園等

でダックをする時は一緒に参加して頂き，進行要領を勉強

して頂きました。自主練習も重ね（本当凄かった！），７

月１３日，ついに民生委員児童委員さん主導のダックを実

施しました（写真３）。この企画を企てた熱血社協マン，

いつも見学ばかりだったのですが，写真のとおり大張り切

り！「実はやりたかったんだなぁ」と思うと同時に，「こ

れで市内すべての民生委員児童委員さんに伝わる！」と確

信したのです。 

 クロスロード新聞第11号で大々的にご紹介した「ぐ

らっとバッグ・かぶっちょき(略してGBバッグ)」、欲し

い欲しいと思いつつ、なかなかオーダーできなかった方

もいらっしゃると思います。 

 以下のところで連載されていた「作り方」も、9月か

ら総集編が掲載されています。要チェック！ですね。 

 http://plaza.rakuten.co.jp/doly2007/ 

 

 さらに、お裁縫はやや苦手という方のために、9月1日

の防災の日を記念して、GBバッグを自分で作れる「GB

スターターキット」が発売になりました。型紙、裏布、

ボタン、ファスナーが入っていて、自分のお好みの布を

用意すると、簡単に作れてしまうというすぐれもので

す。 

 さらにさらに、2作目以降材料のみを買えば型紙は使

えてしまう「GBリピーターキット」や、半分縫ってあ

る「GB楽々キット」も順次発売される予定です。 

 そろそろ来春の幼稚園や保育園入園に備えて、幼稚園

バッグ制作の検討もされている方も多いと思います。

是非GBバッグで自作されてみてはいかがですか？ 

 

そういえばこんなクロスロード問題もありました。。。 

 

(クロスロードお母さん編) 

あなたは1児の母のキャリアウーマン 

仕事と育児の両立にそれなりにがんばってきた。お受

験も力を入れた甲斐あって晴れて第1希望の私立幼稚園

に入園させることができた。ところが、入園前の説 

明会で、子供の持ち物のほとんどを手作りしてくださ

いと言われて愕然。お弁当入れ、手提げバッグ、エプ

ロン、などなど沢山のものを作らなくてはならない。 

しかし、そもそもミシンをもっていないし、作ってい

る時間もありそうにない。既製品でいいと思うのだが、

「手作りしてこそ愛情が伝わる。これが教育の第一 

歩」と、園長はきっぱり。あなたなら 

①ミシンを買って手作りする。②既製品を使う  

写真3 熱血社協マン、近藤さんがダーック！ 



単純接触の効果 

て好きになってもらう、ひいては、防災の分野そのもの

も好きになってもらう、ということができるのです。そ

のためには、「単純に接触すること」が重要なので、それ

をねらってまずは防災の話を知る機会を増やす、とか、

パンフレットなどで広報の回数を増やす、などが考えら

れるでしょう。 

 また、防災訓練についても、何回もやることが好感度

(！)アップにつながるので、「どうやったら何回もやれる

のか」とか「どうやったら何回もきてもらえるのか」と

いう視点で考えてみることも重要になります。この意味

では、本格的な防災訓練だけではなく、簡易にできる訓

練や、繰り返しやりたくなるような楽しい訓練を考える

ことが必要になってきます。 

 ここで我田引水。取っつきやすくて楽しい、ゲームに

よる防災学習は、この意味でもとっても優れた勉強方法

ということができるわけですね。入り口は楽しく、何度

もやって好きになってもらったら、次はより深く、専門

的に学びましょう、と、つなげていくことができるので

す。 

 ここだけの話です

が、実は、単純接触

の効果は、本人が知

覚できない(閾下、と

いいます。サブリミナル、ということばをお聞きになっ

たことはあるでしょうか?）刺激に対しても生じること

が明らかになっています。つまり、本人がそれと気づか

ないうちに接触している対象についても、接触回数の増

加にともなって好意が上がる、ということなんですね。

悪用されると困るのですが、本人が気がつかないうち

に、防災が好きになってしまう、サブリミナル防災訓練

なんていうのが考え出されたらすごいですね。  

  

 こんなところに心理学(14)：訓練するほど好きになる?      

 社会心理学に「単純接触(mere exposure、ミア・エク

スポージャー)の効果」の研究があります。単純接触という

のは、対象に対する接触が繰り返されると、その対象への

好意が増すという現象を指しています。このとき、接し方

がどうであるか、その内容は問題になりません。単に接す

る回数が増えるだけで、好意が増すのです。それで、「単な

る( mere)」接触という名前がついているのです。 

 この対象は、人であっても、ものであっても同じように

効果があることがわかっています。たとえば、人の場合、

会う回数が多い人のことを好きになる、というわけです。

このことは、皆さんの経験でも思い当たることがあるので

はないでしょうか。たとえば家の近い人同士は友人になり

やすいとか（いわゆる「幼なじみ」はこれにあたるでしょ

う)、学校で席が近いとか、出席番号が近いと友人になりや

すい、というようなことは、皆さんも身近に例を思い出さ

れるのではないでしょうか?恋愛でも同じようなことはあ

りませんか?幼なじみや学校の同級生同士の結婚、とか職

場結婚は、この例といえるでしょう。 

 ものに対しても同じような効果があるので、これは広告

の技法としても利用されています。たとえば、品質の差が

わかりにくい飲み物やカップ麺などは、新製品が出る当初

に、集中的に広告がテレビや新聞で行われることがありま

す。これは、人々がその新製品に接触する回数を増やすこ

とによって、その商品に対する好意をあげ、 終的には

買ってもらうことをねらっているのです。「数多くその名前

を聞いた」とか「その商品を数多く見た」という経験が、

商品を好ましく思うことにつながっているわけです。 

 さて、人やもの、さまざまなものに当てはまるこの単純

接触の効果、防災の世界にも利用しない手はありません。

たとえば、防災訓練も、この手を使って何度もきてもらっ
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クロスロード！ 
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 昨年のクロスロードファシリテータの集い東
京会場にいらしてくださった静岡大学工学部の
中野 崇司さんより(ことし4月から大学院へ進学
されたそうです。おめでとうございます！)、ク
ロスロード島田市編をお送りいただきました。 
 これらの問題は、静岡県島田市地域リスク共
同研究機構リスクコミュニケータ養成カリキュ
ラム部会ワーキンググループの皆さんとの共作
です。東海地震の発生可能性が切迫していると
いう認識のもと、島田市で想定されている被害
を中心にした問題作成をされたそうです。 
 たとえば、東海地震注意情報に関して、次の
ような問題が作られました。 
 
  あなたは・・・自主防災委員をしている 
         お父さん 
  東海地震注意情報発表。自主防災会が招集

され、町内の見回りをしなければならない。
しかし、家には不安そうな妻と幼い子ども。
見回りに行く？ 

   YES(行く)・NO(行かない）  
 
 そのほか8問、全部で9問のオリジナル問題が
作成されましたが、このうち3問をクロスノート
の形で、右にご紹介しま
す。 

クロスロード島田市編 

NO（燃やさない）の問題点

あなたは・・・

一人暮らしの

高齢者

震災により火災発生。地震で家は半壊、近くまで火の手
が迫り、燃え移りそう・・・。保険はかけてあるが中途半端
な壊れ方では再建は大変。このままいっそ燃やしてしま
う？

YES（燃やさない）の問題点

YES NO

あなたの選択

【島田編No.003】

YESの数： NOの数：

NO（させない）の問題点

あなたは・・・

避難所運営会
議の役員

東海地震発生。国道1号線のバイパスをはじめ、交通機
関がダメージを受け通行不可能な被害を受けた。行き場
を失った帰宅困難者が多数、バイパス沿線にあったこの
避難所に詰め掛けた。避難所は今はまだ余裕がある。
避難所の中に避難させる？

YES（避難させる）の問題点

YES NO

あなたの選択

【島田編No.008】

YESの数： NOの数：

NO（流さない）の問題点

あなたは・・・

市民

避難所生活3日目。避難所運営会議からトイレの汚物処
理をしてほしいと頼まれた。運営会議役員の手が足りな
いようだ。特に処理方法は指示されなかった。近くに水路
がある・・・
水路に流してしまう？

YES（流す）の問題点

YES NO

あなたの選択

【島田編No.009】

YESの数： NOの数：
ここにも！高知県庁の標語階段その2 



防災ライフスタイルの提案！コラム 「備えの達人 ソナエーター」  

新コラムが始まります。この新コラムの目的は、生活

の中に防災の観点を取り入れて暮らしている人の「一工

夫」を紹介して、災害に強い人を増やすことです。実際に

備えている人の「一工夫」を具体的に知り、生活の中に取

り入れる人が増えれば、今回の心理コラムのテーマであっ

た「単純接触の効果」が現れて、取組を始める人がさらに

増えていくのではないかと思いました。事実、私が生活の

中で南海地震への備えをしているのを見たり、話に聞いた

りして、少なくとも周囲の友達１０人が変わりました。 

いつ来るか分からない災害のために備えている人（私

を含め）を、今まで世間一般では「防災担当者の職業

病」、又は「地域の変わり者」、「防災マニア（オタ

ク）」などと見ていたかもしれません。そろそろそんな奇

特な備えの達人たちに「ソナエーター」の輝かしい称号を

与えようではないですか。（ちょっと横文字っぽく、格好

よさげな名称でしょう？） 

名前がつきますと、そのことに関連して、課題意識が

できたり、付加価値がみいだされたり、どういうプロセス

や心理面からそういうものが生み出されるのか分析がされ

はじめます。（クラッシュ症候群、エコノミークラス症候

群、ＤＶ、ニート、格差社会等も近年名付けられたも

の・・・なんか悪いことばかりに名前がついています

ねぇ）。 

このコラムで、ソナエーターの生活スタイルを多くの

人に取り入れてもらう狙いです。この新聞の読者であるク

ロスロード・サポーターにも「ソナエーター」はたくさん

いるんじゃないかと思います。防災にとどまらず防犯の備

えをしている人もいるかもしれません。生活防災の実践例

も情報として集まることにな

りますので、お互い投稿し

あってコラムを盛り上げてい

きませんか。 

まず栄えある初回のコラム

は、是非あの方に。その「ソ

ナエーター道」を語ってもら

いましょう。 

 

(高知県危機管理部 

  地震・防災課  

  小溝智子さん） 
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秋の夜長にたのしく 

クロスロード！ 

 「クロスロード新聞」をご愛読くださっているみなさ

ま、ご無沙汰しています。ご存じの方もいらっしゃるかと

思いますが、私は、本年度（2007年度）1年間、在外研

究の機会をいただいてオーストリアのウィーンに滞在して

います。「音楽と文化の都」と防災といったい何の関係が

あるの？という一部の疑念にもめげず（笑）、日々頑張っ

ております。 

 このたび、「連載コラム：備えの達人ソナエーター」の

スタートにあたって、栄えある第1回の原稿を執筆させて

いただくことになりました。これは、おそらく、この連載

コラムのベースに、私が提唱しております「生活防災」の

発想（詳しくは、拙著「生活防災のすすめ」（ナカニシヤ

出版）をご覧いただければ幸いです）があるからだと思っ

ています。「生活防災」は、防災のために特別なことをす

るのではなく、ふだんの生活を、便利に、豊かに、そし

て、ちょっと楽しくする「一工夫」を通して、同時に災害

に対する備えも高めましょう、という考え方です。この連

載コラムには、こうした味な「一工夫」の達人---小溝智

子さん（高知県地震・防災課）命名によるところの「ソナ

エーター」---が続々登場することになっています。 

 私は、日本でもそれなりに「ソナエーター」しているつ

もりなのですが、今回は、せっかくウィーンに滞在してい

るので、こちらでの生活に関連したものを二、三ご紹介し

たいと思います。「ソナエーター」って、いやいやするこ

とでなく、むしろ、環境が変わるたびに、「今度は何がで

きるだろう」、「こんなこともおもしろいかも」と楽しみ

ながらすることだと思うからです。 

 さて、私は、今、「ウィーン環境大学」という大学に籍

を置いています。大学の研究室とドナウ川近くの自宅（写

真1の右側に見える背の高いマンションです、ちなみに写

真中央には国連関係の建物群が見え、中越沖地震で話題に

なったIAEA（国際原子力機関）が入っています）とは、

地下鉄、トラム（路面電車）、バスなどを乗り継いで約

45分程度かかります。 

「ソナエーターinウィーン」(矢守克也) 

京大の河田先生や高知大の岡村眞先生のお教えのとおり、

枕元、職場の机の足下に非常持ち出し品、別の部屋の窓辺

に備蓄品を、ちゃんと備えておられるお部屋の様子 

写真1 



から、その命名権を頂戴しました。「郷土色のあるネーミ

ングにしましょう」という谷口さんのお声がけもあって付

けた名前が「ウィーナー・カプーツェ」です。「かぶる」

の音と、「Kapuze」（ドイツ語で「フード」という意

味）をもじりました。 

 今は、毎日携帯するノートPCを入れるバックパックと

して利用しています（写真３、後ろの黄色い建物がウィー

ン環境大学です）。これ、もちろん、緊急時には、防災頭

巾に早変わりするのですが、何と、ウィーンで実際に利用

する機会があったのです。忘れもしません。今年６月21

日。ウィーンで小規模ながら、竜巻が発生しました（亡く

なった方が３人）。体験したことのない異様な突風の中、

思わず被ったのでした。それに、もう一つ。こちらの冬は

長くてきびしいので、帽子やフードが手放せません。実際

被ってみるとよくわかりますが、GBバックって、とても

暖かいのです。これからのシーズン、ふだんの防寒具とし

ても利用しようと思っています。 

 さて、竜巻の時にちゃんと証拠写真を撮っておくという

心の余裕なかったので、（このあたりが私の至らなさと自

覚しつつ）後日、ドナウ川河畔で写真撮影したものが、写

真４です。でも、この日、ここでこれを写真撮影したの

は、魂胆あってのことです。背景の川、ご覧いただけます

か。これ、写真１と同じドナウ川なのですが、何だか茶色

く濁っていて、ちっとも「美しく青きドナウ」ではないで

しょう。前日に上流で大雨が降って洪水被害が出た翌日だ

からです。もっとも、正確に言うと、これは、ほんとのド

ナウ川ではなく、その横を並行して流れるドナウ川放水路

（幅200メートル）で、写真４の背景の緑地（写真１の

手前の緑地）は、この放水路を掘った土砂で造った人工の

島「ドナウ島」（ドナウ本流と放水路の間に位置する幅約

100メートル、全長20キロあまりの細長い島）です。ち

なみに、ドナウ川本流は、写真4の背景の緑地の、さらに

後ろを流れています。 

 「ドナウ島」は、ご覧の通り、そのすべてが緑あふれる

公園で、サイクリング道路、河畔の飲食店、アミューズメ

ントパークなどもあって、夏には大がかりなコンサートや

お祭り、花火大会なども開かれます。つまり、「ドナウ

島」は、ウィーン市民の憩いの場であり、かつ、ウィーン

を洪水から守る大規模な堤防でもあるのです。この完璧な

「一石二鳥」の機能性こそ、生活防災でなくてなんでしょ

う。 

 ここで 初の「一工夫」。それは、「通勤経路を毎日変

える」ことです。この作業、「街の探検者」になったつも

りで心の底から楽しんで実践しています。ウィーンは、公

共交通機関が大変発達しているので、実際、実にさまざま

な経路があります。時には道に迷うので、おかげでたくさ

ん歩くことになります。しかし、防災は体力勝負。ふだん

からたくさん歩いて足腰を鍛えること、同時に地理に明る

くなることが防災の第一歩であることは、京大防災研の河

田先生もいつも強調されているところです。実際、事故の

ため、あるトラム路線が突然運休になったときもあわてず

に済んだとか、思いがけず日本食材店に出会った、などの

特典もありました。 

 それから、二つめの「一工夫」。「自宅の鍵を内側から

差し込んで寝る」。これは、写真２のように、いま住んで

いるマンションが部屋の内側からも鍵で開けるタイプのド

アになっているという理由によります。こうしておく方

が、ふだんも、「あれ、鍵、どこに置いてたっけ」ってこ

とにならないですし、いざというとき、すぐ逃げることが

できます。実際、6月でしたか、夜中に突如火災報知器が

鳴ってあわててドアを開けたことがありました。幸い誤報

でしたが、寝ぼけていてもすぐ対応できて、「おれって、

しっかり、ソナエーターしてる」と一人悦に入ったもので

した。 

 それから、 後の「一工夫」は、毎日携行している

「ウィーナー・カプーツェ」です。これは、あの「GB

バック」（高知名「かぶっちょき」）です。「クロスロー

ド新聞」ご愛読のみなさんは、もうご存じですよね（詳し

くは、「クロスロード新聞」11号をご覧ください）。私

は、「GBバック」製造番号001番を購入する栄誉に浴

し、開発者の谷口靜香さん（高知県：ドリーズイースト）
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クロスロードマンション編(その1) 
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 高知県地震・防災課の小溝智子さんが、マンション管理組合の役員やマンションの住民同士で行うクロスロードマン

ション編を作成されました。2回に渡って問題の一部をご紹介したいと思います。第1回は、問題その1とクロスノー

ト、クロスチャートをご紹介します。なお、同じ資料がファシリテータ資料共有システムに掲載されていますので、

「私もやってみたい」と思われる方は、ダウンロードしてご利用ください。 

1

□あなたは…マンションの住人…です。

ＹＥＳ
（受け入れる）

ＮＯ
（受け入れない）

自分の住んでいるマンションが津波浸水想定区域
に建っている。地域の自主防災組織のリーダーが、
地震時に周辺の住民がマンションに上がってよいよ
う、市町村の津波避難ビルとして指定を受けてくれと
要望してきた。
確かに自然の高台が近くにないが、周りには他の

マンションや大規模小売店舗もある。
津波避難ビルとなることを受け入れる?受け入れない?

(マンション/備え/共助）

2

◆YESの問題点

マンション内の住民合意をど
うとるか/マンション自体の耐
震性/いったん上がって来られ

たとしても、収容するスペース
やトイレの問題とか悩みをか
かえそうだ。 /マンション建設

反対運動が地区に昔あって、
なんとなく地域住民とはなじみ
ができにくい。

クロスノート
---YES/NOの問題点を整理---

◆NOの問題点

・地域住民の生命への危険を
見て見ぬふりできない。/津波避

難ビルに指定されていなくても、
いざとなったら津波からの避難
者が緊急避難で上がってくるの
では。

3

◆判断のポイントや注意点
津波到達時間と現在指定されている避難場所までの時間
津波避難ビル指定の要件や制度のメリットの認識

クロスチャート
---判断のポイントを列挙---

◆事前にできる備え
市町村指定に先立つ協定の内容の確認(市町村からの損失補
てん)
周辺住民との日ごろの交流
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□あなたは…マンションの住人…です。

ＹＥＳ
（火災一斉通報
システムにする）

ＮＯ
（エレベータ対策

にする）

マンションの下の部屋から天ぷら油に着火して
ボヤ。初期消火が成功して、大事に至らなかったが、
火災が起こった部屋から管理人室と警備会社に連絡
はいくものの、他の居住者に知らせる仕組みになって
いないことが発覚した。改善のための見積もりを
とったら140万円はかかる。二年前の台風時の停電

で、エレベータが急な停電で近くの階に止まらせる
ための電源供給装置がついていないことも発覚した。
この工事が70万円。今年は、どちらの工事をする方
に票を入れる? (マンション/備え/マンション自治）
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□あなたは…マンションの住人…です。

ＹＥＳ
（買い替え又は
引越しを考える）

ＮＯ

マンションに住み続けて20年になる。購入当初

には、海の見える良い環境が気に入って購入した
が、地域が南海地震時に起こる地盤沈下による長
期浸水や津波、液状化の被害を受けやすいところ
であることが分かった。また、マンションの高層階は、
南海地震特有の長周期地震動に弱いことも知った。
近は、津波の来ない地区に免震マンションが

建ち始めている。まだ、少しローンが残っているが、
買い替え又は引越しを考える?

(マンション/備え/自助）

（このマンションに
住み続ける）

 そのほか、こんなことも問題に↓ 

 クロスロードミニミニ情報 

 

 クロスロード感染症編が製品化されました。 

 20問(カード2シート分)、イエスノーカード、取

扱説明書などのセットです。頒布希望の方は、以下

のところへお問い合わせください。 

 

〒113-8421 

東京都文京区本郷2-1-1 

順天堂大学医学部公衆衛生学教室 

Tel 03-5802-1049 

Fax 03-3814-0305 


